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（1814-1894）が 1840 年代に開発し、1846 年に特許を取得した、比較的新しい楽器である。
この楽器はおおまかに捉えれば 1930 年以降、とりわけサクソフォン奏者のマルセル・ミュ
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The birth of special renditions with Saxophone: 




The saxophone, having only being invented the 1840's by the Belgian instrument maker, 
Adolphe Sax (1814-1894), is a relatively new instrument in classical music. Since the 1930s, the 
saxophone made remarkable evolution in both structure and repertoire, mostly due to the legendary 
saxophonist Marcel Mule (1901-2001). Furthermore, since the 1970s, various extended techniques 
have been developed for the instrument, and now the saxophone occupies an important position in 
contemporary music. This thesis aims to clarify the development of the saxophone's extended 
techniques by comparing the development of saxophone as a musical instrument and with the 
development of its repertoire.  
In Chapter 1, we will trace the development of saxophone as an instrument to provide a 
framework of its development history. Four distinct periods will be discussed: the period of double 
octave (1844-1888), the era of single octave-key birth (1888-1936), the era of the two right hand 
side placement of the bass key (balanced action) (1936-54), the seesaw type table, the era of the 
key (Mark VI) (1954 - present).  
In Chapter 2, we will examine the relationship between the development of the instrument and 
the newly written repertoire. As performance style increased and repertoire developed, the 
saxophone's mechanics were developing in tandem. By 1954, with the announcement of the "Mark 
VI," the saxophone was now "completed." 
In Chapter 3, we will discuss how the extended techniques with the "completed" saxophone and 
how the repertoire changed accordingly. Extended techniques were used before the saxophone was 
"completed", but it was widely generalized and shown specifically in the repertoire. Edison 
Denisov's (1929 - 1996), "Sonata for Alto saxophone and piano" proved to be the first major work 
written in this style for the modern saxophone. This sonata served as a catalyst for integrating 
extended techniques into many future works in the saxophone's vast repertoire. 
 
 




















（1814-1894）が 1840 年代に開発し、1846 年に特許を取得した、比較的新しい楽器である。
この楽器はおおまかに捉えれば 1930 年以降、とりわけサクソフォン奏者のマルセル・ミュ



























る。宮崎は、2003 年の 8 月号から 10 月号の各号に「サクソフォンの 3 世代」としてサク
ソフォンの発展を 3 期に分けそれぞれ「第 1 期年表」「第 2 期年表」「第 3 期年表」を掲載
している（宮崎 2003a: 27; 2003b: 19; 2003c: 21）。 
ここでその概要を示すならば、宮崎のいう「第 1 期」は 1814 年から 1894 年までで、こ
れはサクソフォンの発明者であるアドルフ・サックスが誕生してから没するまでにあたる。
「第 2 期」は 1873 年から 1941 年までで、これは、アメリカでサクソフォンが初めて取り
入れられた時から、シガ―ド・ラッシャーSigurd Rascher（1907-2001）が『Top Tones』を
出版するまでにあたる。「第 3 期」は 1941 年から 2002 年までで、これは「第 2 期」終了と
同時の『Top Tones』出版からダニエル・デファイエ Daniel Deffayet（1922‐2002）が没す
るまでにあたる。「第 1 期」と「第 2 期」の年数が重なっているのは、「第 2 期」の発展の
中心はアメリカであったこと、「第 1 期」の区切りとして最適なのはアドルフ・サックスが























                                                                
1 宮崎真一（1970-）は、楽器史研究家、サクソフォン奏者。サクソフォンにおける楽器史について特に
高い知識を持ち、『パイパーズ』や『The Sax』などに定期的に寄稿、講義を行っている。 






































特許が 1866 年に失効し、1860 年に設立された新興のルコント社が、この楽器の製造に参
入できたからである。ルコント社は、1888 年にシングルオクターブキィの 15 年の特許を
取得し、アドルフ・サックス社も、おそらくは、この特許が失効した後（1903 年）に、同
じ仕組みを取り入れたと思われる。実際、1907 年には、アドルフ・サックス社でも、シン






社は 1922 年にサクソフォンの製造を開始した楽器製造社であり、1928 年にアドルフ・サ
ックス社を買収、そして、1936 年に、この「バランスドアクション」を発表した。 
それに先立つアドルフ・サックス社の全サクソフォン、また、セルマー社についても、「モ
































                                                                
2 愛知県名古屋市の楽器店「ガレージエス」提供資料参照。（「第 33 回サクソフォーン・フェスティバル」
（2017 年 2 月）時に領布されたもの。） 
【図 1】（左）「バランスドアクション」以前のテーブルキィ 
    （右）「バランスドアクション」のテーブルキィ 
    （網目で示したものが、最低音 B♭、黒い部分はシャフト） 



































                                                                
3 今回この論文作成に当たり、ブルース・ロンキン Bruce Ronkin（1957-）著の「Répertoire Londeix de musique 
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を作曲し始めた。しかし、右の【図 2】下部に書かれている通り、作曲年数は 1901 年から











                                                                
4 エリズ・ホール Elise Hall（1853-1924）は、富豪の妻でありアマチュアサクソフォン奏者。アメリカや
フランスで演奏会を開き、女性サクソフォン奏者としてだけでなく、ドビュッシーやフローラン・シュミ
ット Florent Shmitt（1870-1958）、現在でも演奏されるレパートリーの委嘱者でもあった 
【図 2】 











ぼサクソフォン協奏曲として直されている。例えば、【譜例 3】、練習番号 A 部分は長休符
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5 両者が出会ったのは、モスクワに演奏旅行に訪れに、ロンデックスがデニゾフ宅に招かれたときのこと


































開発直後のサクソフォンは、第 1 章でも述べたように、18 しか音孔がなく、微分音を出
【譜例 8】 
【譜例 9】 
































                                                                
6 サクソフォンの音孔は、アドルフ・サックス社の時代で既に増加し続けていた。セルマー社に買収され
た時点で 24 あり、「マーク VI」が出るまでその数は安定していたが、「マーク VI」が発売された時代の
途中から楽器の音域の拡大が図られ、その後 25 で安定した。現在でもこの 25 が主流となっている。 
【譜例 10】 
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